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兵庫医科大学 兵庫医科大学

　兵庫医科大学とリエカ大学医学部は平成１９年よ
り「学術交流に関する協定」を締結し、平成２０年度
から交換留学を実施しています。本年度は８月２７
日から９月１９日までリエカ大学医学部の第５年次
生２名、第６年次生１名が兵庫医科大学で実習を行
いました。
※交換留学として本学の第５年次生３名がリエカ大学医学部
　にて行った実習については次号２１９号にて報告します。
　（実習期間：９月２４日から１０月１９日）

　リエカ大学からの交換留学生３名は、それぞれ
下部消化管外科、脳神経外科、循環器内科にて実習
を行いました。また、３名の希望に合わせてさまざ
まな診療科でも１日見学を行いました。最終日の９月１９日にはフェアウェルパーティを催し、多くの教職
員や学生と活発な交流が見られました。留学生３名にとって本学への留学が実り多きものになったと同時に、
教職員、学生にとっても留学生との交流が良い刺激となりました。

　平成２４年８月３日及び３０日に、オープンキャンパスを実施
しました。両日とも暑さが厳しい中での開催となりましたが、
５２１名の方にご参加いただきました。
　８月３日には中西学長より、開学４０周年を迎えた兵庫医科大
学の歴史や魅力についてなど大学説明が行われました。また、両
日共に関入試センター長から入試概要が説明されました。
　続いて８月３日は救急・災害医学講座 小谷主任教授による「救
急医療の現場から見える良き医療人の生き方」と題した模擬講義
を実施し、８月３０日は予備校進学アドバイザーより医学部入試
動向についてお話しいただきました。
　その後、キャンパス見学や体験コーナー、個別相談、在学生との交流コーナーなど自由にご参加いただき、兵
庫医科大学について、また医学部の教育内容について理解を深めていただける機会となりました。

クロアチア共和国 リエカ大学 医学部交換留学平成２４年度 兵庫医科大学オープンキャンパスを開催

交換留学を終えて
Edita Devčić

（エディタ デヴチッチ）さん
【下部消化管外科】

Marin Golčić
（マリン ゴールティッチ）さん
【循環器内科】

　たくさんの人に日本で一番大
好きになったものは何かと尋ね
られましたが、それはみなさん
です。実習先の下部消化管外科で
は本当に良くしていただき、ク
ロアチアとは異なった施術など
大変多くのことを学びました。
日本は素晴らしい国です。兵庫
医科大学病院、医師の先生方、国
際交流センターのスタッフは、
私たちの質問や要望に全てこた
えて下さり、感謝しています。

　世界で最も有名で重要な文化
のひとつである日本文化に触れ
る機会をいただいたことに感謝
しています。すばらしい時間を
一緒に過ごしてくれた学生のみ
なさんにも感謝しています。ま
た、何よりも、私を家族の一員と
して迎え入れて下さった脳神経
外科のみなさんに、心からお礼
申し上げます。いつの日かまた
再会できるよう、脳神経外科医
になれるよう頑張ります。

　大変すばらしい時を過ごさせて
いただきました。お世話になった
循環器内科の先生方、毎週末一緒
に観光に出かけてくれた学生のみ
なさんに感謝しています。恩返し
の意味も込めて、兵庫医大からク
ロアチアに来る学生に同じように
親切にしたいと思います。この1
カ月は大変早く過ぎ、医学生とし
て、日本を訪れた一観光客として、
たくさんの事を学びました。日本
の文化や日本の人々との交流を本
当に楽しむことができました。

Petar Marčinković
（ペタ マルチンコウチ）さん
【脳神経外科】

個別相談 キャンパス見学 解剖実習室見学

共同利用研究施設見学 在学生との交流 学生生活ポスター展示学校紹介映像の視聴

超音波検査体験 心臓マッサージ体験 採血体験吸引体験

・在学生の方にとても親身になってお話しを聞いて頂き、この大学に来たいという気持ちがより強くなりました。
・小谷先生の模擬講義が分かり易く、とても楽しかったです。
・教育力、研究力に魅力を感じました。学生にきめ細かな配慮をして下さる学校だと感じました。
・解剖実習室がとても印象的でした。
・採血や吸引の体験がとても楽しかったです。
・熱心な研究の解説や親切なスタッフの方々など、とても満足したオープンキャンパスでした。
・大学がどのようなところか知ることのできるよい機会になりました。
・兵庫医科大学の特色が良くわかり、とても参考になりました。

参加者の 声
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　このたび兵庫医科大学麻酔科学主任教授を拝命いたしました。これから皆様と共に働き、そして学ぶことができ
ることに感謝しています。
　手術による侵襲や痛みを抑制し、術後の痛みも十分に取ることで、術後回復を促進し患者QOLも改善する最高の
麻酔法を開発し、臨床で実践することを目標に研究してまいりました。初代の石田博厚教授と２代目の太城力良教授
が４０年間に渡って築き上げられ、現在も引き継がれている当教室の麻酔法と研究内容に、今後は「新しい鎮痛法」と
いうエッセンスも加えていきたいと思います。
　麻酔科と深い繋がりのある集中治療学、ペインクリニック、緩和医療学との関連も大切にして、若者が魅力を感じ
る麻酔科学講座を作ってまいります。
　ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

主任教授就任

兵庫医科大学 兵庫医科大学

麻酔科学講座
廣瀬 宗孝
平成２４年９月１日就任

昭和62年
  
昭和63年  
平成元年  
平成4年  
平成5年
  
平成7年  
平成10年  
平成13年  
平成19年  
平成23年  
平成24年 

3月
5月
4月
4月

10月
3月
4月
4月
4月
6月
4月
4月
9月

京都府立医科大学 卒業 
京都府立医科大学附属病院麻酔科 研修医 
京都第一赤十字病院麻酔科 研修医 
京都府立医科大学大学院医学研究科外科系専攻 入学 
米国ハーバード大学医学部麻酔科　研究員 
京都府立医科大学大学院医学研究科外科系専攻 修了 
独立行政法人国立病院機構舞鶴医療センター麻酔科 医師 
京都府立医科大学麻酔科学教室 助手 
米国ハーバード大学医学部麻酔科　研究員 
京都府立医科大学麻酔科学教室 学内講師 
福井大学医学部麻酔・蘇生学領域 准教授 
社会医療法人草津総合病院麻酔科 副院長 
兵庫医科大学麻酔科学 主任教授 

略歴 　「平成２３年度学生が選ぶベストティーチャー賞」の授与式が、平成２４年９月６日の教授会において行われ
ました。受賞者には、中西学長から賞状（盾）と副賞（目録）が手渡されました。
　この賞は、学生の無記名アンケートによって決定されるもので、各年度の年間カリキュラム終了後に実施し
ています。第１〜第４学年次は授業担当教員別に、第５学年次は臨床実習の科別にアンケートを行います。平
成２３年度は次の評価上位者の４名と２部門が選ばれました。

 今年度もより良い教育が提供できるよう、教職員一同、気持ちを新たに取り組んで参ります。

　この度、兵庫医科大学後援会のご支援により、平成記念
会館アリーナ内空調設備設置並びに東鳴尾テニスコート修
繕工事が行われました。本学の学生教育へのご支援、誠に
ありがとうございました。

柏村 信一郎　准教授
生物学

1学年次

北中 純一　准教授
薬理学

2学年次

麸谷 博之 准教授
整形外科学

3学年次

鍔本 浩志 講師
産科婦人科学

4学年次

ポリクリ部門
リハビリテーション部

5学年次

クリクラ部門
内科リウマチ・膠原病科

5学年次

平成２３年度　学生が選ぶベストティーチャー賞授与

兵庫医科大学後援会支援による平成記念会館アリーナ内
空調設備設置並びに東鳴尾テニスコート修繕工事完了

　また、日本産科婦人科学会代表として神戸大学産科婦人科学教室教授山
田秀人様、ご友人代表として小川クリニック院長小川達司様、教授会代表
として寺田信行副学長、兵庫医科大学病院代表として太城力良病院長、産
科婦人科学前教授 香山浩二名誉教授、産科婦人科学講座代表の澤井英明准
教授、産科婦人科学講座同門会「群雄会」代表として公立学校共済組合近畿
中央病院産科部長 須野成夫様より弔辞を拝受しました。
　その後弔電が披露され、葬儀委員長として中西憲司学長、ご遺族代表と
して小森恵子様よりご挨拶があり、多くの方が故人の死を惜しむ中、参列
者による献花が行われました。

　平成２４年９月1日、中西憲司兵庫医科大学学長を葬儀委員長
として、故  小森 慎二 産科婦人科学主任教授の大学葬が平成記念
会館にてしめやかに執り行われ、教職員をはじめ学内外から約
５００名が参列し、最後のお別れをしました。
　大学葬は、坂元譲次事務局長の開式の辞ではじまり、祭壇の故人
の御霊に参列者全員で黙祷を捧げたのち、映像にて故人の在りし
日のお姿を偲びました。続いて中西憲司学長より告別の辞が述べ
られ、鈴木敬一郎副学長より功績が顕彰されました。

産科婦人科学 小森 慎二 主任教授　大学葬平成記念会館アリーナ内空調設備設置工事費
半額　11,550（千円）

東鳴尾テニスコート人工芝張替え工事費
全額　4,830（千円）

ご寄附金額

東鳴尾テニスコート

着工前

平成記念会館アリーナ

空調設置後

着工後
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　阪神地区のがん専門人材養成の基盤整備を目的とし、近畿大学医学部・薬学部、大阪市立大学医学部、関西医
科大学、大阪府立大学看護学部、神戸大学医学部、兵庫医科大学、神戸市看護大学の７大学８学部で、文部科学省
の「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」に共同で申請し採択された、「７大学連携先端的がん教育基
盤創造プラン」の調印式が平成２４年９月５日に行われ
ました。
　このプランは７大学が相互に連携し、高度ながん診療
と研究を実践できる専門人材の基盤整備を推進するもの
で、 地域医療・教育改革・研究者養成の３部門で取り組
みます。兵庫医科大学は、研究者養成部門のリーダー校
として、ゲノム薬理学的個別化治療や高精度放射線治療
法の開発など基礎研究と臨床研究を融合した教育プログ
ラムのもと、国際競争力を有する研究者を養成します。

（単位：千円）

助成団体名 研究課題名 研究者 交付額

日本イーライリリー（株） 悪性中皮腫の3p領域ゲノム異常の解析と分子診断法の開発 江見　充 500

（公財）武田科学振興財団 悪性胸膜中皮腫に対する次世代治療戦略の構築 中野　孝司 68,000

財団法人等各種団体による研究助成金等の交付状況

「７大学連携先端的がん教育基盤創造プラン」調印式

　今回伝統ある西日本医科学生総合体育大会（以下、西医体）の評議委員と
いう大役を先輩から引き受けさせていただきました。正直、初めから何を
やっていけばいいのかわからない状態だったため、至らぬ点も多々ありご
迷惑をおかけしましたが、主管大学である岡山大学の方々や各クラブなら
びに教務学生課の方々の協力により第６４回大会を無事に終えることがで
きました。この場を借りましてお礼申し上げます。
　評議委員の仕事をすることによって、いろんなことを経験させていただ
いたと思います。今まで西医体は参加するだけでしたが、今回は大会を準
備する側で参加でき、今まで知らなかった運営側の苦労や仕事の多さを経
験させていただきました。またそれと同時に大学生活においてなかなかで
きない他大学の人達との交流ができた上に、その人達と協力や連携をしあっ
ていく中で多くのことを学び、私の大学生活でのとても良い思い出となり
ました。今回評議委員で参加させていただいて本当に良かったと思いました。

クラブ名 種目・部門 順位 学生

硬式庭球部
男子団体戦 ベスト 32
女子団体戦 ベスト 8

軟式テニス部
男子団体戦 ベスト 8
女子団体戦 ベスト 32

サッカー部 男子団体戦 2 回戦敗退
準硬式野球部 男子団体戦 １回戦敗退

バスケットボール部
男子団体戦 2 回戦敗退
女子団体戦 2 回戦敗退

バレーボール部
男子団体戦 1 回戦敗退
女子団体戦 ベスト 8

バドミントン部

男子団体戦 2 回戦敗退
女子団体戦 2 回戦敗退
女子個人戦
シングルス

3 位 （4 年）竹林 香織
ベスト 32 （2 年）長谷川 佳奈

柔道部

男子団体戦 予選敗退

女子個人戦
2 回戦敗退

（5 年）内田 啓子
（1 年）真殿 茉莉

1 回戦敗退
（2 年）藤田 真理
（2 年）堀 有里

卓球部

男子団体戦 ベスト 16
女子団体戦 ベスト 16

男子個人戦
シングルス

ベスト 16 （2 年）杉山 昇平

4 回戦敗退
（5 年）河端 悠介
（5 年）許勢 文誠

男子個人戦
ダブルス

ベスト 16
（6 年）貴志 豪俊
（5 年）許勢 文誠

3 回戦敗退
（6 年）川端 一美
（5 年）河端 悠介

3 回戦敗退
（3 年）中山 栗太
（2 年）杉山 昇平

女子個人戦
シングルス 4 回戦敗退 （5 年）松井 美樹

陸上部

男子 5000m 決勝 24 位 （2 年）杉山 昇平

男子 100m 予選敗退
（2 年）佐藤 秀紀
（2 年）李　紘一郎

男子 200m 予選敗退
（3 年）片山 篤志
（2 年）佐藤 秀紀
（2 年）李　紘一郎

男子 800m 予選敗退 （3 年）廣瀬 智紀

ヨット部

スナイプ級 10 位
（5 年）高田 洋子
（3 年）藤岡 知夫

470 級 9 位

（5 年）小泉 渚
（1 年）友野 雅人
（5 年）阿河 杏介
（3 年）賀集 のぞみ

総合 10 位

水泳部

男子 200m 自由形 8 位 （3 年）大野 博章

男子 100m 自由形
11 位 （3 年）大野 博章
68 位 （2 年）小野 雅敬

女子 100m 自由形 12 位 （6 年）福井 美穂

男子 50m 自由形
69 位 （2 年）小野 雅敬
78 位 （1 年）鈴木 貴友

女子 50m 自由形 11 位 （6 年）福井 美穂

合気道部 個人・段外の部 2 位（優秀演舞賞）
（4 年）中橋 幸子
（3 年）杉澤 孝彰

剣道部

男子個人戦

3 位 （4 年）木俵 米一
2 回戦敗退 （3 年）中村 昌平

1 回戦敗退

（3 年）松崎 三徳
（2 年）白國 智也
（1 年）浅田 侑樹
（1 年）横山 雄樹

男子団体戦 予選敗退

女子個人戦
ベスト 16 （3 年）田邉 文

2 回戦敗退
（4 年）藤田 文香
（3 年）三根 実穂子

女子団体戦 予選敗退
ラグビー部 男子団体戦 2 回戦敗退

ゴルフ部

男子　個人の部

41 位 （5 年）松岡 文弥
110 位 （5 年）住吉 倫卓
115 位 （6 年）田中 孝昌
147 位 （6 年）谷口 洋平
159 位 （4 年）湯口 祐基

男子　団体の部 27 位

女子　個人の部
29 位 （4 年）野之口 由華
38 位 （4 年）凪 麻実
52 位 （4 年）藤谷 響子

女子　団体の部 14 位

競技スキー部

男子大回転
新人戦 2 年の部 4 位 （3 年）大久保 友貴

縦走競技 6 位

（6 年）岸野 恭平
（5 年）立花 章太郎
（4 年）飯沼 亮太
（4 年）山際 元

【平成２４年度西日本医科学生総合体育大会結果】 【平成２３年度（H23.10.1～H24.3.31）西医体以外の大会等の結果】

【平成２４年度（H24.4.1～H24.9.30）西医体以外の大会等の結果】

西日本医科学生総合体育大会を終えて
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平成２３・２４年度 課外活動結果報告（H23.10.1～H24.9.30）

クラブ名 区分 種目・部門 順位 学生

バレーボール部
秋季近畿医科学生
バレーボール大会

（H23.10.1）

バレーボール部門団
体（女子） 準優勝

アーチェリー部
第 32 回神戸杯秋季
アーチェリー競技大会

（H23.10.2）

50m-30m　RC 女子
シルバーフライト

優勝 （4 年）伊藤 純子

３位 （3 年）金本 佑子

卓球部
秋季近畿医科学生
卓球大会

（H23.10.8 ～ 10）

男子　シングルス ベスト 8 （6 年）貴志 豪俊

男子　ダブルス ベスト 8
（6 年）貴志 豪俊
（5 年）許勢 文誠

女子　シングルス ベスト 32
（5 年）松井 美樹
（2 年）野口 知洋

女子 ダブルス ベスト 32
（6 年）森本 晶子
（5 年）松井 美樹

軟式テニス部
第 53 回近畿医科学生ソ
フトテニス大会

（H23.10.8 ～ 10）

男子団体戦 優勝
女子団体戦 ベスト 8

男子個人戦 ベスト 8
（5 年）佐藤 博和
（5 年）松岡 基行

空手部
第 25 回全日本学生空手
選手権大会

（H23.10.9）

男子　重量級
準優勝 （6 年）鷲見 宗一郎
技能賞 （6 年）鷲見 宗一郎

女子クラス
優勝 （6 年）上田 友子
準優勝 （5 年）髙 智恵

団体戦 準優勝

準硬式野球部
関西医歯薬秋季リーグ戦

（2 部） 
（H23.9.18 ～ 11.6）

5 位

競技スキー部
関西医学部対抗スキー選
手権大会

（H24.1.1 ～ 3）

新人戦　女子 
二年の部 優勝 （3 年）松本 侑香

男子大回転 5 位 （5 年）玉川 慎二郎

クラブ名 区分 種目・部門 順位 学生

ソフトテニス部
第 58 回関西医歯薬
ソフトテニス大会

（H24.4.21 ～ 22）

男子団体戦 ベスト 8

女子団体戦 ベスト 16

卓球部

平成 24 年度
春季近畿医
科学生卓球大会

（H24.5.3 ～ 5）

男子個人戦
ダブルス ベスト 16

（6 年）貴志 豪俊
（5 年）許勢 文誠

男子個人戦
シングルス ベスト 32 （6 年）貴志 豪俊

柔道部
近畿八医科大学柔道
親善大会

（H24.6.24）

女子個人戦 4 位 （6 年）益子 沙友里

男子個人戦 8 位 （2 年）奥村 哲也

水泳部
第 26 回近畿医科学
生水泳選手権

（H24.7.7）

100m 自由形 2 位 （3 年）大野 博章
200m 自由形 7 位 （3 年）大野 博章
50m 自由形 4 位 （6 年）福井 美穂

アーチェリー部

第 5 回
西日本医科学生
アーチェリー
競技大会

（H24.5.3 ～ 5）

団体 優勝
（5 年）田所 麗
（3 年）小田 渉
（3 年）関谷 友宏

男子総合
優勝 （3 年）小田 渉
4 位 （3 年）関谷 友宏

女子総合

優勝 （5 年）田所 麗
3 位 （4 年）藤田 理奈
4 位 （4 年）山上 真祐子
5 位 （3 年）岡田 薫佳

男子距離賞 30m

優勝

（3 年）小田 渉
男子距離賞 50m （3 年）小田 渉
男子フィールド賞 （3 年）小田 渉
女子距離賞 50m （5 年）田所 麗
女子フィールド賞 （4 年）山上 真祐子

アーチェリー部

第 27 回
全日本医科学生
アーチェリー
競技大会

（H24.8.9 ～ 10）

女子団体戦 準優勝
（４年）竹内 真理子
（４年）山上 真祐子
（4 年）藤田 理奈

男子シングル
ラウンド

5 位 （3 年）小田 渉
6 位 （3 年）関谷 知宏

女子シングル
ラウンド

5 位 （4 年）山上 真祐子
6 位 （4 年）藤田 理奈

男子 50・30M
ラウンド 準優勝 （2 年）藤木 貴宏

女子 50・30M
ラウンド 3 位 （6 年）大東 真菜

男子 30M 
W ラウンド

優勝 （1 年）籠重 大輔
4 位 （1 年）松室 孝英

女子 30M 
W ラウンド 準優勝 （1 年）小田 はるか

30 金賞 （1 年）籠重 大輔

合気道部 総合武道演武祭
（H24.9.16） 団体 2 位

柔道部
関西医歯薬学生柔道
大会

（H24.9.29）

女子団体戦 3 位
（5 年）内田 啓子
（2 年）堀 有里
（2 年）藤田 真理

女子個人戦 ベスト 8 （2 年）藤田 真理
男子新人戦 ベスト 8 （2 年）奥村 哲也

（学年は24年度で統一）

○
○

○

○

○

個人活動
個人氏名 活動内容

第 5 学年次
上田 桃子

カンボジア孤児院でのボランティア活動
（Projects Abroad：英語教育、日本語教育、衛生指導、
生活指導、児童保育）

第 5 学年次
藤原 康弘

災害復興支援ボランティア活動
（ダッシュ隊大阪：宮城県石巻市立谷川小学校でのボ
ランティア活動）

○…学生部長賞（個人）
●…学生部長賞（団体）

○

○

●

第６４回西日本医科学生総合体育大会
評議委員　２学年次　湊口　仁史

女子バレーボール部

剣道部
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◆体験実習　６つの研究室グループに分かれて実験実習をやってみよう！
① 環境衛生試験を体験してみよう！（衛生化学）
② 染色体を見てみよう！（毒性学）
③ “上戸”か“下戸”かを予見する（臨床ゲノム薬理学）
④ 光る細胞の不思議～ＧＦＰ・癌細胞・蛍光イメージング～（生体防御学）
⑤ 美白効果を確かめてみる～植物に含まれている成分、知っていますか～（天
　 然薬物学）
⑥ 微生物の力を借りて、微生物の増殖を阻止してみよう！（微生物学）
　 体験実習終了後、参加していただいた高校生へ修了証の授与を行い、薬学部 
　 １日体験入学は終了しました。
　 参加していただいた高校生からは下記のような感想が寄せられ、とても充実した満足度の高いイベントとなりました。

・志望校を決めるひとつの要素として役に立ちました。大学の授業を体験できて、本当に楽しかったです。
・薬学部では薬について学ぶだけでなく、公害や食品についても化学的に学べるという事が分かってよかったです。
・大学での講義を受けてみて、授業の雰囲気がどのようなものかわかりました。今まで触ったことのない実験器具を
　たくさん見たり触ったりできたのでよかったです。

◆ミニ講義　「食の安全」について学んでみよう！　
・講義①「微生物、放射性物質などによる食品汚染」
　　衛生化学を担当している前田拓也准教授より、細菌性食中毒やウィルス性食中毒など微生物によっておこる食中毒に

ついて詳しく解説していただきました。また、放射性物質について、原子核の種類や被曝の防止方法などさまざまなお話
をしていただきました。

・講義②「化学物質、医薬品などによる食品汚染」
　　毒性学を担当している清宮健一教授より、食品

添加物や発がん性物質がどのような食品に多く含
まれているのか具体的な例を挙げながらお話し
いただきました。また、食品の安全性を確認する
ための試験や摂取量と生体影響の関係についても
グラフなどで詳しく解説していただきました。

　ミニ講義の後には、白衣合わせを行い、食堂にて教員や学生スタッフとランチを楽しみました。

　平成２４年８月１９日オープンキャンパスの開催と合わせて、薬
学部１日体験入学を開催しました。オープンキャンパスとは異なり、
事前申込制（定員３０名）で募集を行ったところ、早々と募集人数に
達し、当日は定員を超えて薬学に興味のある３３名の高校生にご参
加いただきました。

Ｍ棟１階Ｍ１０７講義室にて、ミニ講義を２コマ受けていただきま
した。

　平成２４年８月に２回、９月に２回開催されたオープンキャン
パスは、連日の猛暑にもかかわらず、高校生をはじめとする多く
の方々が来場されました。正門付近の受付で、学生スタッフが冷
たいドリンクとうちわでお出迎えをし、その後、来場者は、保護者
対象ガイダンスや各学部でのイベントコーナーに参加しました。
　午後１時から始まった大学紹介・入試説明会＆保護者対象ガイ
ダンスでは、まず、本学の学生、教員が出演して制作したＤＶＤを
上映し、本学が取り組んでいる「チーム医療」について理解を深め
ていただきました。続いて、松田学長による大学概要説明や、各担当教員から、奨学金制度、学生生活支援体制、
就職支援体制等についての説明がなされ、熱心に聞き入る保護者の姿が見られました。その後、各学部・学科
ごとにさまざまなプログラムが実施され、ガイダンスや体験実習、在学生交流コーナー、個別相談、キャンパス
ツアーなどに参加いただきました。

第５回　兵庫医療大学　オープンキャンパスを開催

兵庫医療大学 兵庫医療大学

薬学部１日体験入学

　共通教育センター展示コーナーでは、ストレスチェックや３Ｄプラネタリウムが体験でき、人体解剖標本に触れることも
できました。形態機能学や解剖学について学んだばかりの１年生達が、
来場者に人体解剖標本の説明をしながら、交流を深めていました。

　普段なかなかできない薬剤師の仕事を体験していただきました。数種類の薬を混ぜ合わ
せて軟膏薬を作ったり、チョコレートを粒状の薬に見立てて分包するなど、さまざまな体
験をしていただきました。その他にも、漢方茶や漢方スイーツの試飲試食コーナーや在学
生が案内をするキャンパスツアー、よろず相談コーナーを設け、多くの来場者に参加いた
だきました。

薬学部医療薬学科イベント

　ユニフォームを着た学生スタッフと一緒に、痰の吸引や点滴作業などを行いました。ま
ずは学生スタッフが見本を見せます。みなさん、どのようにやるのか真剣に観察してから
挑戦していました。また、聴診器で体内の音を聴いたり、食事カロリー計算、妊婦体験にチャ
レンジするなど、看護学生の気分を味わっていただきました。

看護学部看護学科イベント

　物理療法のひとつである“電気療法”を体験していただきました。腕に微弱の電流を流して、
筋肉の動きを観察します。みなさん初めての体験に驚いた様子でした。また、さまざまな
義手や義足についても紹介し、実際に義足をはめて歩いてもらいました。

リハビリテーション学部理学療法学科イベント

　片手による創作活動を片方の手が不自由な状態で体験していただきました。学生スタッ
フに自助具の使い方を教えてもらいながら、箸置きを作製したり、料理をしていただきま
した。また、手の装具（スプリント）を作り、自分だけの装具を持ち帰っていただきました。

リハビリテーション学部作業療法学科イベント

共通教育センター展示コーナー

〜薬学部生になりきって大学の“リアル”な研究室で実験してみよう！〜
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兵庫医療大学 兵庫医療大学

　平成２４年８月６日から１０日にかけて兵庫医科大学病院にお
いて１年次生全学部を対象とした早期臨床体験実習（ECE：Early 
Clinical Exposure）が実施されました。この実習は、入学後間も
ない１年次生に対し、医療現場で働く看護師や薬剤師などの各医療
専門職者の動きや、患者さんとどのように接しているのかなどを

直接見て触れることで、将来医療
従事者になる自覚をもってもら
い、これから専門的な科目を学ぶ
前のこの時期に勉学に対するモ
チベーションを上げてもらうことを目的に行っています。
　実習は３学部４学科（薬学部、看護学部、リハビリテーション学部の理学療
法学科、作業療法学科）混成の小グループを編成し、それぞれ病棟や薬剤部、
リハビリテーション部などの病院内各施設の見学や病棟業務を体験実習し

ました。実習終了後の８月１１日には、グループごとに今回の実習を通して学んだことについて発表会が行わ
れ、お互いの成果を報告しました。１年次生に
とっては、本学が掲げる「チーム医療」の重要性
やその必要性とともに医療専門職者となる心構
えを体得し、普段講義形式の座学ではなかなか
学ぶことができない貴重な経験を積むことがで
きました。

　近い将来に東海・東南海地震の発生が予想される中、兵庫県瀬戸内海沿岸部のポートアイランドに位置する
本学キャンパスでは、地震による直接的な被害のみならず、この地震によって引き起こされる津波による災害
も危惧されることから、「神戸キャンパス地震・津波災害対策マニュアル」を策定し、学生、教職員等の安全確
保のために平成２４年９月２６日に避難訓練を実施しました。
　当日は、海溝型地震による津波と直下型地震が６時限目終了間際に発生したという想定のもと、薬学部４年
次生とリハビリテーション学部理学療法学科２年次生の合わせて約１８０名の在学生と教職員が避難訓練に
参加しました。校内放送で大地震発生がアナウンスされると、大学は直ちに災害対策本部を設置し、学生は教
職員の避難誘導のもと、速やかに一次避難場所であるグラウンドへ避難しました。その後、津波警報が発令さ
れたことを受け、今度は校舎４階の二次避難場所へ移動する訓練も行いました。
　今回初めて実施した地震津波防災訓練ですが、今後も防災への取り組みを継続的に実施していきます。

　平成２４年９月２２日、兵庫医療大学において在学生の保護者を対象と
した第６回保護者懇談会が開催され、当日は、約４００名が出席されまし
た。大学の近況報告とともに全体説明、学部別懇談の後、希望者には個別相
談が実施され、修学状況や卒業後の就職状況などについて関心が寄せられ
ました。最後にレストランにて懇親会が開かれ、多くの保護者にご参加い
ただきました。なごやかな雰囲気の中、教職員との交流が行われました。

早期臨床体験実習 地震津波防災訓練を実施

兵庫医療大学　第６回保護者懇談会を開催
　薬学部医療薬学科教授の森山雅弘さんは、もとも
と植物が好きだったことに加え、ランは栽培が難し
いと聞いたことをきっかけに、これまで約２０年
もの間、ランの栽培に挑戦している。はじめは胡蝶
蘭の栽培から始めたが、国際ラン展でたくさんの
種類の美しいランに出会い、現在は主にカトレア原
種を中心に栽培している。
　ランの成長はとてもゆっくりで、受粉して種子
ができるまでに１年、芽生えて無菌瓶内での保育
に１年、花をつけるのは芽生えから早くとも５年
はかかるというのんびりとした植物であり、観賞

用のランは熱帯性の
ものが多く、日本で
の栽培には温室が欠
かせない。しかし温
度管理を誤れば何年
もかけて育てた株が
１日でだめになって
しまうという。
　 地 球 上 には 約
１５,０００種類もの
ランが自生している

といわれるが、その色形は様々で、また高価で栽培
も難しいことから、古くは高嶺の花として貴族の
間で好んで栽培、品種改良が進められた。ラン科と
いうひとつの科に属しながらも千差万別の美しさ
をもつランは、とても奥深く魅力的だ。そんなラン
を自身で育て、どのような花をつけるのか。ゆっく
りとしたランの成長に想いを馳せる。
　岡山大学医学部附属病院に勤務していた森山さ
んの当時の自宅には、温室にとどまらず、無菌培養
を行うためにクリーンベンチも自作したという。
日本蘭協会に所属し、そのラン栽培の技術や知識か
ら展覧会などでは審査員としても活動している。
また、自身も自慢のランを展覧会に出品し、２０１０
年の淡路夢舞台ラン展ではリザーブチャンピオン
にも輝いた。
　現在は多忙のため思
うようにはランの世話
ができないというもの
の、教授室にはカトレ
アの甘く優しい香りが
漂い、その美しい姿を
見ることができた。

さまざまな分野で才能を開花させている、極めている、アクティブに活動している“多彩人”の情報をお待ちしています。
自薦・他薦は問いません。総務企画部広報課までご連絡ください。＜電話：０７９８－４５－６６５５　メール：kouhou@hyo-med.ac.jp＞

“ランを愛する”多彩人多彩人
兵庫医療大学

薬学部 医療薬学科
森山 雅弘 教授

2010年淡路夢舞台ラン展
リザーブチャンピオン自宅に備えた温室にて
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　平成２４年９月１日、都ホテルニューアルカイック（尼崎市）
において「第１２回地域医療懇談会」を開催いたしました。
　同懇談会は近隣医師会及び地域医療機関との連携を深めるた
め、平成６年に第１回を開催し、今回で第１２回目を迎えました。
　 医 師、看 護 師、医 療 ソーシャル ワーカー、事 務 など、総 勢
１２２名（学外６７名、学内５５名）のご出席をいただきました。
　懇談会では、「急増する呼吸器悪性腫瘍（肺癌/中皮種）の治療
戦略」～兵庫医科大学病院肺癌キャンサーボード～というメイ
ンテーマで下記の方々にご講演いただきました。

　平成２４年８月に兵庫医科大学病院にて看護学生のイン
ターンシップを行いました。８月１日、２日実施の１日イン
ターンシップには２４名、８月１３日～１４日実施の２日間
のインターンシップには１２名の方にご参加いただきました。
　当日は施設見学を行い、希望の部署・病棟で看護体験をし
ていただきました。また、看護部長や先輩ナースを交えての
懇親会を開催し、職場の雰囲気や看護師としての働き方など、
就職に関することを気兼ねなく話せる場を設け、交流を行い
ました。
　参加者からは「ナース同士が助け合いながら、ケアにあたっ
ている様子をみてチーム医療の大切さを改めて感じた」、「実
習では受け持つことのない疾患の患者さんがたくさん入院していて、患者さんや家族に対する看護・関わり方
が学べてとても印象に残りました」、「大学病院はきびきびしていて、緊迫したイメージがあったが、実際には
明るくゆったりとした雰囲気でナースも優しかった」などの感想をいただき、兵庫医科大学病院という職場を
実感するとともに、看護師という職業をより深く知ってもらう良い機会となりました。

　平成２４年９月２４日、兵庫医大フロンティア医療
セミナーが開催されました。第２回となる今回は「麻
酔科医による病院セーフティネットへの貢献」と題
し、ＩＣＵ 西信一 部長のコーディネートのもと、各
担当職員が講演を行いました。当日は教職員、連携病
院の会会員も含め１１２名が参加しました。

　平成２４年９月、国内で５３台目、兵庫県内では
２台目となる最先端の手術支援ロボット「ダ・ヴィ
ンチ」を導入しました。
　「ダ・ヴィンチ」は主にロボットアーム部、執刀
医が操作する操作部、助手用モニターの３つの医
療機器で構成されています。実際の手術での使用
はまだ少し先になりますが、「ダ・ヴィンチ」の導
入により、低侵襲手術が可能になり、より傷口が
小さく、入院期間が短縮できます。主に前立腺が
んの手術等での活用が期待されています。

懇談会終了後の懇親会にも多数ご出席いただき、盛会のうちに終了いたしました。

第１２回地域医療懇談会

平成２４年度看護学生インターンシップ

第２回 兵庫医大フロンティア医療セミナー

内視鏡手術支援ロボット　「ダ・ヴィンチ」を導入

兵庫医科大学病院 兵庫医科大学病院

① 内 科 よ り
② 外 科 よ り
③放射線科より
④がんセンターより

： 呼吸器腫瘍の概略と早期診断／内科治療　
： 外科的アプローチの最近の動向　
： 最近の放射線治療の進歩　
：がん診療連携パスの推進　

内科　呼吸器・RCU科　中野　孝司 診療部長
呼吸器外科　長谷川　誠紀 診療部長
放射線科　　上紺屋　憲彦 教授
がんセンター　福岡　和也 准教授

（座長）地域医療・総合相談センター　
　　　小谷　穣治 副センター長（救命救急センター長）

麻酔科医による
病院セーフティネットへの貢献

コーディネータ ＩＣＵ 
西 信一 部長

１．「周術期の危機管理」
　　手術センター 上農 喜朗 センター長
２．「非麻酔科医のための鎮痛・鎮静」
　　兵庫県立がんセンター 駒澤 伸泰 医長
３．「手術室における周術期管理チーム」
　　看護部 堀田 牧代 副看護師長
４．「中心静脈カテーテルの安全を求めて」
　　ＩＣＵ 竹田 健太 助教
５．「漫画で見るＲＳＴ・呼吸ケアサポート活動」
　　ＩＣＵ 西 信一 部長
　　ＲＳＴ メンバー

　兵庫医科大学病院が「平成２４年度 救急医療・救急業務功労者」として、平成２４年
９月７日、兵庫県知事より表彰されました。
　この賞は、永年にわたり地域の救急医療体制の充実に努め、安全・安心な県民生活
の確保に尽力したとして、医療機関・医師や救急業務功労者に贈られるものです。
　受賞にあたり太城力良病院長は「災害拠点病院として、JR尼崎の脱線事故や、東日
本大震災等にて病院の職員が一丸となって活動した成果が評価された結果だと思い
ます。」と述べておりました。

平成２４年度　救急医療・救急業務功労者　知事表彰

兵庫医科大学病院
太城 力良　病院長
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小児患者さん対象のイベントを開催平成２４年度 防災訓練を実施しました

岩手県立高田病院での活動報告

　平成２４年８月２７日、小児の患者さんを対象と
したパフォーマンスショーが開催されました。少
し緊張した様子の子どもたちも、「ぽこぽことっぷ」
のふたりが登場すると、すぐに笑顔になり、ジャグ
リングやパントマイム、バルーンアートなどのクラ
ウニング（道化師芸）に、手をたたいたり歓声をあげ
たり、笑顔いっぱいのひとときを過ごしました。
　ショー終了後には、病室を離れることができな
い子どもたちのために小児科病棟を訪問し、バルー
ンアートを披露していただきました。子どもたち
の輝く笑顔に、ご家族の方も心癒された様子でした。

　平成２４年９月２８日、災害拠点病院として地域災害が発
生した場合の受け入れ体制の訓練・検証を目的に、医師・看護
師等の医療従事者、事務職員、学生ら約２００名が参加した
防災訓練を実施しました。
　列車と車の衝突事故で多くの負傷者が出たと想定。西宮市、
芦屋市、尼崎市消防局のご協力のもと、救急車やワゴンなど
で４５名の学生が模擬患者として次々に搬送されました。ム
ラージュ（特殊メイク）を施した模擬患者に、医師や看護師が
トリアージ後、重症度別に処置を行い、事務職員は患者情報
の聞き取りや患者家族の対応を行いました。また、災害対策
本部では、患者の受け入れや病棟への振り分けの状況把握を
はじめとする全体統括を行い、病院全体が一丸となった本番さながらの訓練となりました。

　また、訓練の外部評価者として大阪市立大学附属病院 救命救急セン
ター 溝端康光教授と、市立堺病院 救急外科 中田康成部長、大阪市立総
合医療センター 川口なぎさ看護師にお越しいただき、ご講評をいただ
きました。平成２５年４月の急性医療総合センター開設を控え、大規模
災害発生時の対応を再確認するとともに、課題点の検証を行いました。

兵庫医科大学病院 兵庫医科大学病院

　平成24年9月3日から7日まで岩手県立高田病院に
被災地医療支援に行って来ました。東日本大震災から
1年半が経過し、私で当科から5人目の派遣となりまし
た。7万の松林の中、残った「奇跡の一本松」が伐採さ
れる数日前の時期でした。陸前高田市の中心部は、未
だ津波で崩壊した建物や多くの瓦礫が残ったままで、
阪神淡路大震災の時の急ピッチな復興と違い、まだ街

の復旧すらままならない状況でした。元々の医療過疎地であった上に、地震津
波が襲い、現在市内の整形外科は高田病院のみとのことです。診察した外来の
中で90名を超えた日もありました。仮設住宅からの来院がほとんどで、「今日
は流された診療所以来の膝の注射だ」といわれる方もおられました。被災され
た方々が一日も早く元の生活に近づけるように、この度の医療支援の貴重な体
験を通して今後も協力させて頂きたいと思います。

整形外科　 西尾 祥史

奇跡の一本松

クリーンハンドキャンペーン
　平成２４年９月から１０月にかけて、毎年恒例のクリーンハ
ンドキャンペーンを実施しました。全職員（医師、看護師、メディ
カルスタッフ、病院事務員等の教職員）を対象とし、アルコール
手指消毒の徹底と方法確認が行われました。
　参加者はまずアルコール手指消毒の効果と重要性についてレ
クチャーを受けました。アルコール手指消毒は、使用するアル
コール量が不充分であったり、手指への塗布方法が不適切であ
れば効果が薄く、確実なアルコール手指消毒を実施するには手
に３ml（下まで深く１プッシュ分）擦式アルコール製剤を取り、
とくに消毒が不充分になりがちな指先、指の間、親指、手関節を
意識しながら乾燥するまで約１５秒かけて擦り込む必要があり
ます。参加者はこのことを踏まえ、約１５秒で歌える童謡「チュー
リップ」のメロディーに合わせ、クリーンハンドの練習をしまし
た。その後に、実際にアルコール手指消毒を行い、チェック・評
価を受けました。
　今後もクリーンハンドキャンペーンを実施し、患者さんなら
びに教職員の感染予防に努めてまいります。

レクチャー風景。毎年1,000人以上の参加があります。

正しいクリーンハンドが出来ているかチェック。



兵庫医科大学ささやま医療センター
中学生夏休み病院体験セミナーを開催

第１３回兵庫医科大学ささやま老人保健施設納涼祭を開催

　篠山市内の中学生の皆さんに医療への関心を持っ
ていただくことと将来の職業選択の１つとして医療
職を紹介させていただくために、平成２４年８月８
日及び２３日の２日間にわたり、夏休み病院体験セミ
ナーを開催し、両日合わせて１６名が参加しました。
　上谷看護部長による看護業務等に関するオリエン
テーションの後、福田病院長によるセミナーが行わ
れ、活発な質疑応答がありました。
　現場でのセミナーは、病院食の試食による食事介
助や手術室、薬剤室などの施設見学や日常生活ではな
かなか体験できないベッドメイキング、血圧測定、車
椅子やストレッチャーでの移動、清拭など大変充実
した一日を過ごしました。
　参加者の中には、看護師志望はもちろん医師や薬
剤師を志望する学生もおり、大変好評であったこと
から、来年度は更に充実したセミナーを開催する予
定にしています。

　平成２４年８月２５日にささやま老人保健施設に
おいて、毎年恒例の納涼祭を開催しました。
　数多くの賞を受賞している篠山産業高等学校ブラ
スバンド部による演奏で開会し、参加者がホールに
集まり、素敵な演奏に酔いしれました。その後、職員、
助っ人として参加した看護学生や医学生で屋台を開
始しました。初の試みのチョコファウンテンや屋台
の定番である綿菓子、ベビーカステラ、焼きそば、カ
レーライスなどお祭りメニューをたくさん用意しま
した。利用者の皆様がお食事しやすいように焼きそ
ばは短いもの、カレーライスのご飯は軟飯を使用す
るなど工夫をしました。
　また、納涼祭の名物のひとつである新家理事長に
よる似顔絵コーナーにはたくさんの方々が殺到し、
大好評でした。
　カラオケ大会やデカンショ踊りには利用者の皆様
に積極的に参加していただき、事故もなく大盛況の
うちに終えることができました。

ささやま老人保健施設敬老会を開催
　平成２４年９月５日にささやま老人保健施設において敬老会を開催しました。
　ささやま保育園の４０名と、富山保育園の３２名の園児に歌と遊戯でお祝いをしていただきました。園児と手
をつなぎ一緒に歌うことができ、涙を流して喜んでおられる利用者の方の姿もありました。
　昼食には赤飯の松花堂弁当、おやつには紅白まんじゅうを用意しました。
　また、米寿、卒寿、白寿、１００歳以上の利用者の方々にメダルと賞状の授与式を催しました。
　園児と触れ合っているときの利用者の方々の笑顔がとても印象的で、教職員にとっても忘れることができな
い素敵な敬老会を開催することができました。

篠山キャンパス組織改組について
平成２４年１０月１日付で、篠山キャンパスの組織改組が行われました。
内科診療組織を総合診療・救急科、循環器内科、消化器内科の３科体制とし、消化器・内視鏡科および栄養サポー
ト科を廃止しました。また、従来診療支援部門下であった、医療安全管理室、地域連携・総合相談室、医療情報管理
室を独立した院内組織の位置づけに変更しました。

ささやま医療センター
ささやま老人保健施設

ささやま医療センター
ささやま老人保健施設
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総合診療・家庭医療科

救急科

消化器・内視鏡科

栄養サポート科

小児科

診療部門

医療技術部門

看護部

事務部

整形外科

放射線科

麻酔科

外科

産婦人科

リハビリテーション科

診療支援部門

医療安全管理室

地域連携・総合相談室

医療情報管理室

総合診療・救急科

循環器内科

消化器内科

小児科

事務部

整形外科

放射線科

麻酔科

外科

産婦人科

リハビリテーション科

診療部門

医療技術部門

医療安全管理室

地域連携・総合相談室

医療情報管理室

看護部

平成２４年９月３０日まで 平成２４年１０月１日より【常設科】 【常設科】

【非常設科】
【非常設科】
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学校法人兵庫医科大学 学校法人兵庫医科大学

　広報課では法人全体の報道機関などへの出演・掲載を把握し、ホームページや広報誌を通して皆様にご案内させていただいております。
　報道機関等から、広報課を介さずに取材依頼や掲載許諾があった場合は広報課へご連絡ください。

教職員の皆さんへ

報道機関等への出演・掲載
　本学の取り組みや医療関連業務、医師等に対する取材、報道機関への出演・掲載情報をお知らせします。

本学ホームページにも最新情報を掲載しています！

テレビ・ラジオ放送情報一覧   http://www.corp.hyo-med.ac.jp/guide/public/tvinfo.html
新聞等掲載記事一覧   　　　　http://www.corp.hyo-med.ac.jp/guide/public/newspaper.html

検索兵庫医大　広報　新聞掲載検索兵庫医大　広報　テレビ放送

放送局 番組 放映日 関連者 概要

読売テレビ 「サンデー・ドクター」 8月5日 皮膚科
夏秋 優 准教授

『ハチ、蚊、ノミ、ダニによる皮膚炎の実態 』をテーマに
解説。

関西テレビ
「スーパーニュースアンカー」
・特集『ハイチ大地震から2年半
…医療支援に取り組む若き医師』

8月7日
兵庫医科大学卒業生 
大類 隼人 さん

（元呼吸器外科 助教）

大類さんが代表を務める団体・NGO「Future Code」が
実施した『ハイチ呼吸器疾患に対する人材育成プロジェ
クト』のドキュメンタリーが放映され、 プロジェクト
の一環として行われた、本学でのハイチ人医師研修の
様子も紹介された。

毎日放送 「ちちんぷいぷい」 8月10日 小児科
服部 益治 教授

『帰省の車中での健康管理』をテーマに生放送のスタジ
オにて解説。

読売テレビ 「サンデー・ドクター」 8月12日
・19日

肝・胆・膵科
西口 修平 主任教授

『お酒を飲まなくても！？脂肪肝から肝臓がんへ 』『放
置すれば肝臓がんに！NASHの最新治療 』のテーマに
ついて2週にわたり解説。

サンテレビ 「NEWS PORT」
「サンテレビニュース」 8月27日

ー
小児科に入院・通院している患者さんに向けて、クラ
ウニング（道化師芸）が行われ、患者さんや保護者の皆
さんが楽しい時間を過ごされた様子が紹介された。関西テレビ 「スーパーニュースアンカー」 8月27日

TBSラジオ 「健康ひろば」 9月10日
〜14日

上部消化管科
三輪 洋人 主任教授 『気になる「胸やけ」』をテーマに解説。

ABCラジオ・
RSKラジオ 「健やかライフ」 9月10日

〜14日
救命救急センター
小谷 穣治 主任教授 『震災時の救急対応』をテーマに解説。

NHK 各種ニュース 9月26日 臨床工学室
木村 政義 主任技士

臨床工学技士のいない夜間に機械の操作を誤り患者が
死亡した問題を受け、技士の団体が全国の病院にアン
ケート調査を行った結果を伝えるニュースにて、調査
を行った木村技士のコメントが紹介された。

関西テレビ
「スーパーニュースアンカー」
・特集『ハイチの子どもたちを救
いたい…若き医師が再び現地に』

9月27日
兵庫医科大学卒業生 
大類 隼人 さん

（元呼吸器外科 助教）

大類さんが代表を務める団体・NGO「Future Code」が
実施した『ハイチ呼吸器疾患に対する人材育成プロジェ
クト』の続編として、再度現地入りした大類先生の様子
が紹介され、 プロジェクトの一環として行われた、本
学でのハイチ人医師研修の様子も紹介された。

テレビ ・ラジオ出演情報　8 月から 9 月

掲載媒体 掲載日 関連者 概要

日本経済新聞 8月17日 小児科 服部 益治 教授
「かくれ脱水」と呼ばれる無意識の脱水症状について、小児科医や救急医らでつく
られた「教えて！『かくれ脱水』委員会」の委員長として、かくれ脱水に対する予防
法などについてコメントし、その内容が掲載された。

奥様メモ・カレンダー
（毎日新聞折込） 8月27日 耳鼻咽喉科 都築 建三 講師 「保存版 健康質問箱」のコーナーにて、監修した「秋の花粉症（ブタクサ・ヨモギ）」

の記事が掲載された。

毎日新聞 8月28日 ー
8月27日に兵庫医科大学病院に入院・通院している小児の患者さん向けにクラウ
ニング（道化師芸）を開催。ジャグリングや風船人形のプレゼント、パントマイム
などが披露され、患者さんや保護者の皆様が楽しまれた様子が紹介された。

読売ファミリー
（読売新聞折込） 8月29日 皮膚科 夏秋 優 准教授 「健康万歳！」のコーナーにて、アトピー性皮膚炎の治療についてコメントした内

容が掲載された。

神戸新聞 8月31日 ー 9月6日に開催される兵庫医療大学学術講演会『「死にざま」こそ人生－「ありがとう」
と言って逝くための10のヒント－』の案内が掲載された。

読売新聞 9月2日 ー 「病院の実力」において、兵庫医科大学病院の「子宮・卵巣がん」についての実績デー
タ（2011年）が掲載された。

産経新聞 9月6日
ー

9月5日に、阪神間の7大学が連携し、高度ながん診療と研究を実践できる人材育
成を目的とした「がん教育基盤創造プラン」の調印式が行われ、兵庫医科大学も参
加校の1つとして紹介された。毎日新聞 9月7日

日本医事新報 9月8日 上部消化管外科
笹子 三津留 主任教授

「人」のコーナーにて、外科医としてのこれまでの活動や思いなどを紹介する記
事が掲載された。

読売新聞 9月9日 リハビリテーション部
道免 和久 主任教授

「カルテの余白に」のコーナーにて、診療内容や、医師を志したきっかけなどが本
人のコメントとともに紹介された。

読売新聞 9月16日 リハビリテーション部
道免 和久 主任教授

「カルテの余白に」のコーナーにて、ロボット工学や脳科学などの新たな知見をリ
ハビリに取り入れていることや、心のケアにも取り組んでいる様子が紹介された。

神戸新聞 9月17日
・18日

産科婦人科 澤井 英明 准教授
認定遺伝カウンセラー
守井 見奈 さん

「出生前診断はいま」の記事にて、出生前診断法やその課題などについてコメント
した内容が紹介された。また、同科認定遺伝カウンセラーの守井見奈さんが患者
さんと向き合った事例も紹介された。

読売新聞 9月23日 リハビリテーション部
道免 和久 主任教授

「カルテの余白に」のコーナーにて、後進の育成に取り組んでいることが紹介され、
当院での事例などが紹介された。

奥様メモ・カレンダー
（毎日新聞折込） 9月27日 皮膚科 夏秋 優 准教授 「保存版 健康質問箱」のコーナーにて、監修した「昆虫アレルギー」の記事が掲載さ

れた。

毎日新聞 9月27日
遺伝学
振津 かつみ 非常勤講師

核兵器廃絶などに取り組む個人や団体に贈られる「核のない未来賞」に選ばれ、こ
れまでの活動などに対するコメントなどが掲載された。

読売新聞 9月28日

サンケイリビング
（産経新聞折込） 9月29日 眼科 細谷 友雅 助教 「プチ不調 放っておいて大丈夫？」の記事内にて、目の不調について解説した記事

が掲載された。

毎日新聞
9月29日 ー 9月28日に当院で学生や医師、看護師をはじめとした医療従事者、事務職員など

約200名が参加した防災訓練が行われ、その様子が掲載された。
神戸新聞

神戸新聞 9月29日
糖尿病科
難波 光義主任教授、美内 雅之助教
眼科 池田 誠宏 教授

「ひょうごの医療」のコーナーにおいて、当院の「糖尿病透析予防チーム」の活動が
紹介され、美内助教の過去の診療例や、難波主任教授のコメントなどが掲載された。
また、「糖尿病網膜症」について、池田教授が症状や治療法などを解説した内容が
掲載された。

掲載媒体 掲載日 関連者 概要

神戸新聞 8月3日 兵庫医療大学 リハビリテーション
学部 山田 哲 講師

ロンドン五輪で金メダルを取った内村選手の床の演技について分析しコメントし
た内容が掲載された。

朝日新聞 8月3日 小児科　服部 益治 教授 服部教授が委員長を務める「教えて！『かくれ脱水』委員会」について紹介され、脱
水状態に対する注意事項などのコメントが掲載された。

読売新聞 8月3日 山村 武平 名誉教授
乳腺・内分泌外科 三好 康雄 教授

6月23日に開催された「第5回ひょうごがんシンポジウム」の特集記事にて、山村
名誉教授の挨拶文と、三好 康雄教授の講演内容が掲載された。

読売新聞 8月5日 ー 「病院の実力」において、兵庫医科大学病院の小児歯科についての実績データ（2011
年）が掲載された。

新聞・雑誌等 掲載情報　8 月から 9 月
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学校法人兵庫医科大学 学校法人兵庫医科大学

　平成２４年８月２８日、株式会社 エイチ･アイより兵庫医科大学にＯ
Ａボード１４台が寄贈されました。森田泰夫代表取締役社長から目録が
贈呈され、中西憲司学長が感謝の意を表されました。
　株式会社 エイチ･アイは本学の１００％出資事業会社で、大学、病院
関連の業務受託や人材派遣など様々な分野において、本学に協力をいた
だいています。
　寄贈いただいたＯＡボードは、ホワイトボードに書いた内容をコピー
できるだけでなく、ＵＳＢメモリやＳＤカードに記録することが可能で、
学生が討議を行う際に活用できるようにチュートリアル室に設置して
います。

　大学への寄贈に続き、平成２４年９月６日、株式会社 エイ
チ･アイより兵庫医科大学病院に洗髪車１台とナースキャリー
２９台が寄贈されました。森田泰夫代表取締役社長から目録
が贈呈され、職員を代表して太城力良病院長が感謝の言葉を
述べられました。
　これまでにも多数の医療機器を寄贈いただいており、患者
さんの医療環境向上に役立てさせていただいております。
今回寄贈いただいた医療機器も、各部署にて大切に活用させ
ていただきます。

株式会社エイチ・アイからの寄贈
兵庫医科大学への寄贈

兵庫医科大学病院への寄贈

ＯＡボード

洗髪車

ナースキャリー

「人材対策室」、「内部監査室」の移転について
　総合研修棟６階に配置されていた人材対策室、内部監査室が平成２４
年９月２４日より、PETセンター南側のメイマネジメントビル４階に移
転しました。

H24.7.1～24.9.30

H24.7.1～24.9.30

寄付申込者ご芳名･法人名一覧

〔企業等法人〕 （１１法人）

〔緑樹会〕（１名）

　「兵庫医科大学開学４０周年記念事業」のための募金活動を平成２４年７月に開始し、教職員をはじめ、後援
会（保護者）等は言うに及ばず幅広い方々から、温かいお申し込みを賜り、誠に有り難く、厚く御礼申し上げます。
　本法人といたしましては、ご協力賜りました方々のご芳名を大学広報に掲載させていただき、改めて感謝
の意を表したいと存じます。
　皆様からご寄付いただきました寄付金については、兵庫医科大学の教育研究施設等充実のために利用させ
ていただきます。
　本学は、これからも全力で大学の合理化推進等により、必要資金確保に向けての自主的努力を重ねてまいり
ますが、関係の皆様におかれても更なるご支援、お力添えを賜りますよう、よろしくお願いいたします。　

区　分
受配者指定寄付金 特定公益増進法人 合　　計

件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

申　込 12件 342,480,000円 177件 192,500,000円 189件 534,980,000円

入　金 10件 336,030,000円 111件  58,025,000円 121件 394,055,000円

兵庫医科大学開学４０周年記念事業募金状況報告

〔教職員〕（１７７名）

〔教職員〕

〔その他個人〕（２名）

（ご芳名のみ記載）
利倉　晄一様

329,000,000円
1,000,000円

100,000円

30,000円株式会社　エイチ･アイ様
尼崎信用金庫様
株式会社　イージス様

川上 りか様

西本 聡様
加地 靖子様
田端 千春様
阪本 尚正様
橋本 肇様
赤谷 昭子様
川越 英子様
岩崎 寮子様
末原 紀美代様
多賀谷 一彦様
松本 順司様

波田 壽一様
松田 暉様
難波 光義様
中野 孝司様
谷澤 隆邦様
吉矢 晋一様
渡 二郎様
山西 清文様
土居 洋子様
木村 健様
丸山 美津子様

末信 正嗣様
金岡 明博様
崎山 晴彦様
田中 邦佳様
土井 恵美様
大道 節子様
井垣 歩様
寺田 英司様
平山 雄太様
柴田 知子様
西山 実希様

鈴木 光子様
藤井 和子様
戸水 公子様
田ノ岡 征雄様
谷口 早代様
森下 存子様
大西 光葉様
藤澤 佐記子様
服部 貴一様
北村 威士様
幸田 雅美様

井原 幸代様
志方 敏幸様
椿 洋子様
髙松 由起様
伊藤 奈々様
神渡 明日香様
吉田 博乃様
小嶋 美緒様
江上 友衣子様
丸岡 美知子様
津田 薫様

藤林 祐巳子様
手塚 直美様
松本 知之様
夏秋 優様
八木 秀司様
伊藤 斉子様
柴原 佳宜様
内田 裕之様
後藤 浩様
西原 力様
大柳 光正様

伊東 久男様
松下 恵子様
友澤 信代様
村田 理恵様
郡谷 哲男様
藤盛 好啓様
鈴木 敬一郎様
吉原 大作様
濱川 由里様
南部 拓也様
関 いずみ様

　 匿名 ３８名

3,000,000円
2,000,000円
2,000,000円 
1,200,000円
1,000,000円

700,000円 
500,000円
500,000円
500,000円
500,000円
500,000円
500,000円
500,000円
500,000円 
500,000円
500,000円

新家 荘平様
中西 憲司様
太城 力良様
三村 治様
坂元 譲次様
飯田 俊一様
服部 益治様
竹末 芳生様
山本 新吾様
廣田 省三様
西 信一様
池内 浩基様
奥山 宏臣様
小谷 穣治様
長谷川 誠紀様
阪上 雅史様

500,000円
500,000円
500,000円
500,000円
300,000円 
300,000円
300,000円 
260,000円
250,000円 
250,000円 
250,000円
250,000円 
250,000円 
200,000円  
150,000円
150,000円

磯部 孝彦様
宮本 正喜様
山本 徹也様
甲斐 俊朗様
山田 明美様
力武 正典様
山田 繁代様
髙田 泰彦様
森田 峰広様
羽尾 裕之様
平川 弘美様
澤井 英明様
岸本 裕充様
上田 晴之様
田中 京美様
笠松 由利様

 150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
150,000円
100,000円 
100,000円
100,000円 
100,000円
100,000円
100,000円
100,000円

野田 雅史様
田中 幸雄様
松田 育雄様
河合 建一郎様
小山 英則様
前田 誠司様
太田 邦廣様 
柳井 美奈様
後藤 伸光様
末永 真里様
江端 里恵様
藤本 貴美子様
太田 武彦様
堀田 牧代様
神代 泰宏様
近藤 隆様

70,000円  
30,000円 
30,000円
10,000円
10,000円
10,000円 
10,000円 
10,000円
10,000円 
10,000円
10,000円 
10,000円
10,000円
10,000円 

奥田 房子様
岡島 洋仁様
森 不二子様
松谷 美帆様
竹岡 淳様
飯塚 みづほ様
上野 厚美様
山内 ひで子様
泉 千鶴子様
西尾 健太郎様
山口 早百合様
澤田 亜希様
砂川 祥子様
山内 成幸様

匿名　１名

（募金推進室）

（ご芳名のみ記載）

（ご芳名のみ記載）
 株式会社メディウムジャパン様 

　 株式会社リイツメディカル様 
　 永岡玲子税理士事務所様 
　 エイエムオー・ジャパン株式会社様

近畿医療設備株式会社様
有限会社　宝塚新樹園様
株式会社　不二家商事様
株式会社アクセライズ様
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　この度、㈳日本私立医科大学協会主催による平成２４年９月９日～９月
２１日の計１３日間にわたる「第１１回私立医科大学事務職員海外研修」（参
加校１１校、参加者２３名）に参加させていただきました。
　今回の海外研修は、アメリカ東海岸の医科大学及び大学病院等を中心に
７施設を視察しましたが、各大学病院等の研修先では驚くほどの歓迎を受け、
多くの教職員から教育・研究・診療・コミュニティについて熱い講義を受け、
大変感銘を受けました。
　アメリカでは、民間医療保険制度が主であり公的医療
制度が不足している現状や、世界から集約される多額の
寄付金など、日本の大学運営、病院経営とは環境が大きく
異なりますが、１病院で日々４機のドクターヘリが引っ
切り無しに飛び立つ姿はそのスケールの大きさとアメリ
カのバイタリティを実感せざるを得ませんでした。一方、
地域医療と綿密に連携された患者紹介システム、医師の
評価に直結する患者の満足度評価システム、学生時代からの患者接遇教育など、すべてにおいて患者サービス、
アメニティを徹底する姿勢は日本における病院経営としても十分参考とすべきであると感じました。
　最後に、今回の研修の機会を与えていただいた本法人に感謝申し上げるとともに、今後の大学運営、病院運
営に寄与できるよう努力していきたいと思います。

第１１回私立医科大学事務職員海外研修に参加して
兵庫医科大学　人事部人事企画課長　上田 晴之

学校法人兵庫医科大学 学校法人兵庫医科大学

　教育・文化週間の歴史は古く、昭和３４年から開始され、今年で５４回目を迎えます。１１月３日の文化の日
は、自由と平和を愛する日として制定され、文化・芸術活動を促進する日として定着していますが、この文化
の日を中心として、教育・文化への関心と理解を深め、その充実・振興を図ることを目的として設定されたのが、
教育・文化週間です。

教育・文化週間の期間中には、教育や文化に関するさまざまなイベントが開催されます。

博物館や美術館の無料公開や特別展示
伝統芸能・工芸の鑑賞会や体験講座
地域住民が日頃の文化・芸術活動成果の発表を行う市民文化祭
図書館や公民館などでの生涯学習講座
大学での公開講座

　文部科学省のホームページでは全国各
地の多種多様なイベントを、都道府県別
に紹介しています。あなたのまちではど
んな行事が開催されるのでしょうか。気
になるイベントを見つけて是非足を運ん
でみてはいかがでしょうか。

文部科学省ホームページ「教育・文化週間」へのリンク（http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/kyoiku-bunka/）

文部科学省より「教育・文化週間」のお知らせ

教員の国、独立行政法人の審議会等の委員等就任状況

１１月１日から７日は「教育・文化週間」です

・・・等々。

例えば、・・・

単位：人

平成 24 年度 平成 23 年度
西宮キャンパス 神戸キャンパス 篠山キャンパス 西宮キャンパス 神戸キャンパス 篠山キャンパス

国

内　閣　府 1 1

文部科学省 3

厚生労働省 22 1 3 5

環　境　省 3 6

経済産業省 2 2 1 2

小　計 31 3 1 10 7

独立行政法人

日本学術振興会 4 2 2

科学振興機構 1

国立がんセンター 1

ＰＭＤＡ※ 3 3

ＷＨＯ 1 1

大学評価・学位授与機構 1

小　計 9 8 2

　本学教員は、学外活動の一環として国等の会議体の構成員として公的な各種事業にも貢献をしています。

開学４０周年記念式典等への出席者について
　前号の広報２１７号特集「開学４０周年記念事業」の中で、開学４０周年記念式典の実施についてお知らせし
ておりますが、記念式典、講演会及び祝賀会への出席は、招待者に限定させていただいております。

No. 項　　目 制定・改正・廃止の趣旨 制定・改正・廃止日

1 兵庫医科大学病院奨学金（一般用）
貸与規程

ささやま医療センターにおける看護師・助産師の新卒者採用ルートを幅広く
開拓・確保するべく、より競争力のある条件を設定するため、改正。 平成24年10月1日

2 技師長候補者選考規程
兵庫医科大学病院の組織見直しにより中央部門に放射線技術部と臨床検査技
術部が設置されたことにより、各部における技師長候補者の選考方法を明確
にするため、制定。

平成24年9月20日

3 技師長候補者選考委員会内規 技師長候補者選考規程制定により、廃止。 平成24年9月19日

4 兵庫医科大学ささやま医療センター
奨学金貸与規程（兵庫医療大学生用）

ささやま医療センターにおける看護師・助産師の新卒者採用ルートを幅広く
開拓・確保するべく、より競争力のある条件を設定するため、改正。 平成24年10月1日

5 兵庫医科大学ささやま医療センター
篠山市地域限定奨学金貸与規程 同上 平成24年10月1日

6 兵庫医科大学ささやま医療セン
ター規程

①内科診療組織を従来の総合診療・家庭医療科の一元体制から、救急科を統合
して、総合診療・救急科、循環器内科、消化器内科の３科体制とし、消化器科・
内視鏡科及び栄養サポート科を廃止する②医療安全管理室、地域連携・総合
相談室、医療情報管理室を独立した院内組織として位置付ける③各部署の職
制を示す別表に副看護師長を規定するため、改正。

平成24年10月1日

7 兵庫医科大学ささやま医療セン
ター給与規程

看護職員不足を補てんし、看護師の離職防止及び夜間看護体制の充実への対
策の一環として、看護補助者の雇用の促進を図るべく、看護補助者の夜間勤
務にかかる手当を増額する必要があるため、改正。

平成24年10月1日

8 兵庫医科大学ささやま医療セン
ター期間契約雇用職員給与規程 同上 平成24年10月1日

9 兵庫医療大学学則 平成25年度入学生から適用するカリキュラムについて、３学部統一の基礎教
育を目指すため、改正。 平成25年4月1日

規程等の制定・改正・廃止 （規程等の全文は教職員専用ページに掲載）

■兵庫医科大学病院　■兵庫医科大学ささやま医療センター　■兵庫医療大学

※PMDA：独立行政法人医薬品医療機器総合機構
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平成２４年１０月１１日　神戸新聞掲載

１１月に開催される授賞式の様子とあわせ、
詳細は次号の広報２１９号で掲載します。

最近の新聞記事より


